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まちづくり 伊具高生と一緒に考えました
　
「
住
み
た
い
ま
ち
は
、
ど
ん

な
ま
ち
」
を
、
議
員
と
生
徒
が

一
緒
に
な
っ
て
考
え
る
懇
談
会

「
住
み
た
い
町
を
創
る
ワ
ー
ク

「
自
分
が
住
み
た
い
ま
ち
は
、

ど
ん
な
ま
ち
」

サ
ブ
テ
ー
マ

①
あ
な
た
が
町
長
だ
っ
た
ら
、

ど
ん
な
町
に
し
た
い
で
す
か
。

②
将
来
、
丸
森
に
住
む
に
は
何

が
必
要
と
思
い
ま
す
か
。

③
地
域
へ
貢
献
す
る
た
め
に
、

伊
具
高
校
は
ど
ん
な
取
り
組
み

が
で
き
ま
す
か
。

①
あ
な
た
が
町
長
だ
っ
た
ら

・
自
然
を
生
か
し
た
テ
ー
マ

パ
ー
ク
を
つ
く
り
、
観
光
客

を
呼
び
込
む
（
イ
ノ
シ
シ
村

等
）

・
公
共
施
設
を
整
え
る

・
公
園
を
増
や
す

・
若
者
が
住
み
た
く
な
る
町

・
街
灯
を
増
や
す　
　
　
　
他

生徒と議員の懇談会

テ
ー
マ
は

イ
ノ
シ
シ
村
な
ど
提
言

シ
ョ
ッ
プ
in
伊
具
高
校
」
を
昨

年
に
引
き
続
き
、
11
月
13
日
に

高
校
体
育
館
を
会
場
に
実
施
し

ま
し
た
。

　
今
回
は
、
伊
具
高
校
２
年
生

85
名
か
ら
参
加
者
を
募
り
、
町

づ
く
り
に
関
心
の
高
い
27
名
の

生
徒
と
議
員
が
７
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
方

式
で
活
発
に
意
見
交
換
を
し
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
３
つ
の
サ
ブ
テ
ー

マ
の
う
ち
、
２
つ
は
議
会
側
、

１
つ
は
学
校
側
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

テ
ー
マ
を
設
定
し
ま
し
た
。

　
懇
談
会
の
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
、
地
域
に
対
し
て
普
段

感
じ
て
い
る
こ
と
や
地
域
の
課

題
、「
若
者
が
ど
う
す
れ
ば
丸

森
に
定
住
す
る
の
か
」
な
ど
、

生
徒
か
ら
積
極
的
な
意
見
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

懇
談
会
を
通
じ
て
、
普
段
、

話
す
機
会
が
少
な
い
年
代
か
ら

の
様
々
な
視
点
で
話
し
合
っ
た

こ
と
は
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

に
反
映
で
き
る
よ
う
議
会
と
し

て
も
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

話
し
合
い
結
果

2平成31年１月21日　№246 ● 丸森町議会だより



まちづくり 伊具高生と一緒に考えました
②
将
来
、
丸
森
に
住
む
に
は

・
働
く
場
所
が
あ
る

・
福
祉
と
医
療
の
充
実

・
子
ど
も
を
育
て
る
施
設
（
遊

べ
る
公
園
）

・
若
者
が
遊
ぶ
場
所

・
住
宅
、
ア
パ
ー
ト　
　
　
他

③
地
域
貢
献
に
、
高
校
は

・
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

・
会
員
制
交
流
サ
イ
ト
（
Ｓ
Ｎ

Ｓ
）
で
町
を
Ｐ
Ｒ

・
登
下
校
時
、
挨
拶
す
る

・
丸
森
に
住
ん
で
働
く　
　
他

・
医
療
福
祉
が
充
実
し
た
町

・
治
安
が
よ
く
、
安
全
な
町

こ
ん
な
ま
ち
で
す

伊
具
高
生
か
ら
聞
い
た

住
み
た
い
ま
ち
は

・
働
く
場
所
が
あ
る
町

・
施
設
が
整
っ
た
町

・
地
域
交
流
の
あ
る
温
か
い
町

・
商
業
、
娯
楽
施
設
が
あ
る
町

・
街
灯
が
多
い
町

・
交
通
機
関
が
充
実
し
た
町

・
若
い
人
や
高
齢
者
が
楽
し
め

る
町
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全
校
に
エ
ア
コ
ン
設
置
可
決

12
月
議
会
の
あ
ら
ま
し

　
12
月
議
会
定
例
会
は
、
12

月
４
日
か
ら
６
日
ま
で
３
日

間
の
日
程
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
条
例
改
正
、

指
定
管
理
者
の
指
定
、
各
種

会
計
補
正
予
算
等
の
議
案
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
慎
重
な
審
議
の
結
果
、
町

長
提
案
の
議
案
を
、
す
べ
て

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
、
６
名
の

議
員
が
登
壇
し
、
高
齢
者
に

優
し
い
町
づ
く
り
、
あ
ぶ
く

ま
荘
と
周
辺
整
備
等
に
つ
い

て
議
員
自
ら
の
考
え
を
交
え
、

町
長
の
考
え
を
た
だ
す
な
ど
、

活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

小
・
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置

に　
　
　
１
億
５
２
４
０
万
円

　
町
内
８
小
学
校
の
48
普
通
教

室
と
中
学
校
の
全
教
室
に
、
エ

ア
コ
ン
を
設
置
す
る
た
め
の
予

算
で
す
。

○
小
学
校
空
調
設
備
実
施
設
計

委
託
料　
　
　
９
４
０
万
円

○
小
学
校
空
調
設
備
工
事
費

９
８
０
０
万
円

○
中
学
校
空
調
設
備
工
事
費

４
５
０
０
万
円

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
改
修
に

１
０
０
９
万
円

　
丸
森
及
び
舘
矢
間
地
区
の
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
者
の
増

加
に
伴
う
改
修
等
の
予
算
と
、

小
斎
地
区
に
放
課
後
児
童
ク
ラ

企
業
立
地
奨
励
金
に

３
５
７
７
万
円

　
設
備
投
資
し
た
町
内
企
業
に

対
し
て
奨
励
を
行
い
、
雇
用
拡

大
を
図
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と

し
た
予
算
を
追
加
し
ま
し
た
。

主
な
補
正
予
算

再
編
に
伴
う
保
育
所
等
の
設

置
・
管
理
条
例
の
一
部
改
正

　

保
育
所
等
の
再
編
に
伴
い
、

関
係
す
る
条
例
の
一
部
を
平
成

31
年
４
月
１
日
か
ら
改
正
す
る

も
の
で
す
。

　
来
年
度
か
ら
、
町
保
育
所
は
、

大
内
保
育
所
の
み
と
な
り
ま
す
。

指
定
管
理
者
は
継
続

○
各
地
区
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　
各
地
区
自
治
組
織

○
丸
森
町
立
金
山
図
書
館

　
金
山
自
治
会

○
丸
森
町
高
齢
者
生
産
活
動
セ
ン
タ
ー

　

公
益
社
団
法
人 

丸
森
町
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

指
定
期
間　
平
成
31
年
４
月
１

日
か
ら
３
年
間

条
例
改
正

指
定
管
理

完成間近の「ひまわりこども園」（舘矢間地区）

ブ
を
新
設
す
る
た
め
の
予
算
を

追
加
し
ま
し
た
。

○
改
修
工
事
費　
７
２
２
万
円

○
備
品
購
入
費　
１
３
７
万
円

○
工
事
設
計
委
託
料
（
小
斎
）

１
５
０
万
円
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新たなまちづくりに取り組む阿賀町での研修

気仙沼市のインバウンド事業に従事するニシャントさん

産建教育常任委員会

総務民生常任委員会

進
む
民
泊
・
外
国
人
誘
客

　
平
泉
町
で
は
、
長
年
、
教
育
旅
行
の
受
入
れ
を

農
家
主
体
で
実
践
し
、
町
の
活
性
に
繋
げ
て
き
ま

し
た
。

　
高
齢
化
な
ど
に
よ
る
、
民
泊
継
続
の
苦
労
が
伺

え
ま
し
た
が
、
経
験
を
活
か
し
、
民
泊
新
法
で
新

た
な
方
向
を
見
い
出
そ
う
と
工
夫
し
て
い
ま
し
た
。

　
気
仙
沼
市
で
は
、
国
内
観
光
客
や
外
国
人
誘
客

に
市
全
体
で
取
り
組
む
体
制
を
整
備
し
、
進
め
て

い
ま
し
た
。

　
両
市
町
の
努
力
を
、
本
町
観
光
振
興
の
参
考
に

し
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
産
建
教
育
常
任
委
員
長

宮
　
本
　
昭
　
雄

定
住
１
０
０
％
の
協
力
隊
員

　
阿
賀
町
は
、
平
成
26
年
か
ら
農
業
、
観
光
、
林

業
な
ど
に
25
名
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
受
け
入

れ
て
い
ま
し
た
。

　
隊
員
は
、
阿
賀
野
川
ラ
イ
ン
下
り
の
船
頭
、
公

営
塾
講
師
な
ど
様
々
な
職
種
で
活
躍
し
て
お
り
、

３
年
の
任
期
が
終
了
し
た
後
は
、
９
人
全
員
が
阿

賀
町
に
定
住
し
て
い
ま
し
た
。

　
全
国
的
に
見
る
と
、
隊
員
の
定
住
率
は
30
％
で

す
が
、
阿
賀
町
の
１
０
０
％
は
大
変
素
晴
ら
し
い

こ
と
で
、
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
総
務
民
生
常
任
委
員
長

庄
　
司
　
一
　
郎

常任委員会活動レポート
10/25～26

視  察  調  査
（岩手県平泉町/宮城県気仙沼市）

11/8～9
視  察  調  査

（新潟県阿賀町）

5 平成31年１月21日　№246 ● 丸森町議会だより



協力隊員が一緒になって取り組む野菜作り（大内地区）

環境美化に取り組む地区住民（舘矢間地区）

町
税
の
収
納
率
向
上

要
望
納
税
貯
蓄
組
合
の
存
続
と
、

納
付
環
境
の
整
備
を
進
め
、
収

納
率
向
上
に
努
め
る
こ
と
。

回
答
確
実
な
集
金
と
納
期
内
納

付
及
び
地
域
の
連
帯
感
に
も
貢

献
す
る
等
、
組
合
の
持
つ
役
割

に
理
解
を
得
て
、
存
続
を
図
っ

て
い
く
。
ま
た
、
口
座
振
替
納

付
を
勧
め
る
と
と
も
に
、
コ
ン

ビ
ニ
納
付
の
導
入
を
検
討
し
、

収
納
率
の
向
上
に
努
め
る
。

職
員
提
案
の
実
現

要
望
職
員
提
案
制
度
で
採
用
さ

れ
た
事
項
は
、
職
員
の
意
識
高

揚
に
繋
が
る
よ
う
検
討
を
行
い
、

早
期
実
現
に
努
め
る
こ
と
。

回
答
行
財
政
運
営
に
関
し
、
職

員
の
創
意
工
夫
に
よ
り
、
能
力

開
発
と
組
織
力
の
向
上
を
図
る

こ
と
が
制
度
の
目
的
で
あ
る
。

　
現
在
、
提
案
制
度
の
見
直
し

も
行
っ
て
お
り
、
採
用
さ
れ
た

提
案
の
実
現
に
向
け
努
力
す
る
。

地
区
別
計
画
の
見
直
し

要
望
各
住
民
自
治
組
織
の
活
動

指
針
で
あ
る
地
区
別
計
画
の
見

直
し
を
、
町
と
住
民
自
治
組
織

の
協
働
で
早
期
に
行
う
こ
と
。

回
答
地
区
別
計
画
は
、
地
区
活

動
の
中
心
と
な
る
も
の
で
あ
り
、

状
況
に
応
じ
た
見
直
し
が
必
要

に
な
る
。

　
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
顕

在
化
し
た
社
会
的
課
題
を
も
取

り
入
れ
た
計
画
に
な
る
よ
う
、

協
働
で
実
施
す
る
。

協
力
隊
の
定
住
支
援

要
望
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の

委
嘱
終
了
後
、
定
住
が
促
進
す

る
よ
う
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

回
答
本
年
度
か
ら
隊
員
同
士
の

月
例
会
と
、
協
力
隊
支
援
者
の

連
絡
会
議
を
開
催
し
、
情
報
交

換
や
活
動
を
見
守
っ
て
い
る
。

　
平
成
31
年
度
か
ら
は
、
起
業

す
る
た
め
の
経
費
を
支
援
す
る

な
ど
、
委
嘱
終
了
後
も
活
躍
で

き
る
制
度
を
つ
く
る
。

議会の要望に 町はどう動くか
関する要望決議について、次のとおり回答がありました。
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出荷額の増加が期待される特産品のあんぽ柿（耕野地区）

早期完成が待たれる町道北伊手山口線（小斎地区）

地
域
で
の
高
齢
者
支
援

要
望
高
齢
者
等
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
、
安
心
し
て
暮
ら
す
た

め
に
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
。

回
答
地
域
内
で
の
介
護
予
防
事

業
の
実
施
や
住
民
に
よ
る
生
活

支
援
、
専
門
職
に
よ
る
医
療
や

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
、

町
が
つ
な
ぎ
役
と
な
っ
て
関
係

者
の
連
携
・
協
力
体
制
を
つ
く

り
、
早
期
実
現
を
目
指
す
。

農
業
生
産
額
の
目
標
達
成

要
望
農
業
組
織
と
の
連
携
強
化

に
よ
り
、
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン

の
確
実
な
推
進
に
よ
る
目
標
達

成
を
図
る
こ
と
。

回
答
農
業
者
や
関
係
機
関
・
団

体
と
の
協
力
連
携
を
深
め
、
ビ

ジ
ョ
ン
に
掲
げ
た
施
策
や
事
業

の
推
進
と
推
進
委
員
会
で
の
評

価
検
証
に
よ
り
、
農
業
産
出
額

50
億
円
等
、
目
標
達
成
を
目
指

す
。

外
国
人
観
光
客
の
誘
致

要
望
外
国
人
観
光
客
誘
致
事
業

は
、
関
係
市
町
と
の
連
携
及
び

意
思
統
一
に
よ
り
、
最
大
限
の

投
資
効
果
を
上
げ
る
こ
と
。

回
答
宮
城
県
南
４
市
９
町
及
び

一
般
財
団
法
人
宮
城
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
民
間
企
業
と
連

携
の
う
え
、
意
思
統
一
を
図
り
、

地
域
の
魅
力
を
最
大
限
に
活
か

し
た
効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
推
進
す
る
。

確
実
な
道
路
改
良

要
望
道
路
改
良
は
住
民
の
要
望

が
強
い
の
で
、
財
源
を
確
保
し

な
が
ら
早
期
完
成
に
努
め
る
こ

と
。

回
答
快
適
で
利
便
性
の
高
い
道

路
環
境
の
整
備
を
計
画
的
か
つ

早
急
に
進
め
る
た
め
に
、
国
や

県
に
対
し
、
整
備
計
画
の
着
実

な
実
施
が
図
れ
る
よ
う
、
事
業

費
の
確
保
に
つ
い
て
強
く
要
望

し
て
い
る
。

教
室
に
エ
ア
コ
ン
設
置

要
望
教
室
の
環
境
改
善
に
よ
る

児
童
生
徒
の
健
康
保
持
や
教
育

効
果
を
高
め
る
た
め
、
エ
ア
コ

ン
設
置
に
早
急
に
取
り
組
む
こ

と
。

回
答
中
学
校
は
、
補
正
予
算
で

エ
ア
コ
ン
設
置
経
費
を
計
上
、

夏
に
は
稼
働
し
た
い
。

　
小
学
校
は
、
順
次
設
置
の
予

定
で
あ
る
。

議会の要望に 町はどう動くか
９月定例会で提出した平成29年度各種会計決算に
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議 案 一 覧

議案第55号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について

議案第56号 丸森町保育所・児童館の再編に伴う関係条例の整備に関する条例制定について

議案第57号 丸森町地域福祉基金条例の一部を改正する条例制定について

議案第58号 仙南地域広域行政事務組合規約の変更について

議案第59号 財産の取得について

議案第60号 丸森まちづくりセンターの指定管理者の指定について

議案第61号 金山まちづくりセンターの指定管理者の指定について

議案第62号 筆甫まちづくりセンターの指定管理者の指定について

議案第63号 大内まちづくりセンターの指定管理者の指定について

議案第64号 小斎まちづくりセンターの指定管理者の指定について

議案第65号 舘矢間まちづくりセンターの指定管理者の指定について

議案第66号 大張まちづくりセンターの指定管理者の指定について

議案第67号 耕野まちづくりセンターの指定管理者の指定について

議案第68号 丸森町立金山図書館の指定管理者の指定について

議案第69号 丸森町高齢者生産活動センターの指定管理者の指定について

議案第70号 業務委託契約の締結について（金山まちづくりセンター窓口業務委託）

議案第71号 業務委託契約の締結について（筆甫まちづくりセンター窓口業務委託）

議案第72号 業務委託契約の締結について（大内まちづくりセンター窓口業務委託）

議案第73号 業務委託契約の締結について（小斎まちづくりセンター窓口業務委託）

議案第74号 業務委託契約の締結について（舘矢間まちづくりセンター窓口業務委託）

議案第75号 業務委託契約の締結について（大張まちづくりセンター窓口業務委託）

議案第76号 業務委託契約の締結について（耕野まちづくりセンター窓口業務委託）

議案第77号 工事請負契約の締結について

議案第78号 平成30年度丸森町一般会計補正予算（第３号）

議案第79号 平成30年度丸森町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）

中間報告について（請願）
閉会中の継続審査について（請願）

平成30年  第５回議会定例会

12月議会ではすべての
議案を全員賛成により  　  しました。
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一般質問とは、町長に対して事務の執行状況や
将来に向けての考えをただすものです。

今回は６人の議員が質問しました。

一　般　質　問

町政を問う

頁 議　　　　員 質　問　事　項

10 板　橋　　　勇　議員 ●高齢者に優しい町づくりを

11 宮　本　昭　雄　議員 ●学校安心安全の向上を

12 一　條　　　己　議員 ●若者の定住対策は

13 鈴　木　美智子　議員 ●災害の備えは

14 船　山　俊　一　議員 ●あぶくま荘と周辺整備は

15 大　槻　正　儀　議員 ●協働の町づくりの方針は



運 転 経 歴 証 明 書
（自動車等の運転はできません）

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○  ○  ○  ○

平成○年○月○日　○○○○○－○

普
通

自主返納するともらえる証明書（申請が必要）

板
い た

橋
ば し

　　勇
いさむ

 議員

一
般
質
問 

■ 

板
橋　
勇 

議
員

　
頻
繁
に
、
高
齢
者
に
よ
る
重

大
な
交
通
事
故
が
報
道
さ
れ
、

社
会
的
に
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　
高
齢
者
の
多
く
は
、
自
分
の

運
転
技
術
に
大
き
な
不
安
を
感

じ
な
が
ら
も
、
生
活
の
足
が
な

く
な
る
こ
と
が
心
配
で
、
運
転

免
許
証
の
自
主
返
納
を
決
断
で

き
な
い
で
い
る
。

　
次
の
点
を
町
長
に
問
う
。

問
①
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納

し
た
高
齢
者
の
生
活
の
足
を
確

保
す
る
、
交
通
費
な
ど
を
助
成

す
る
支
援
制
度
を
提
案
す
る
。

　
支
援
制
度
は
宮
城
県
内
で
20

市
町
村
、
仙
南
で
は
、
角
田
市
、

大
河
原
町
、
村
田
町
、
川
崎
町
、

七
ヶ
宿
町
で
実
施
し
て
い
る
。

　
隣
の
山
元
町
の
制
度
は
素
晴

ら
し
く
、
本
町
も
そ
れ
以
上
の

制
度
設
計
を
す
べ
き
だ
。

　
ま
た
、「
あ
し
丸
く
ん
」
と

の
整
合
性
や
認
知
症
で
運
転
免

許
取
消
し
者
に
も
配
慮
し
て
、

一
定
の
年
齢
制
限
を
設
け
て
交

通
費
な
ど
の
助
成
金
制
度
も
設

計
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
①
他
の
自
治
体
で
は
、
自
主

返
納
し
た
年
に
限
り
、
電
車
や

バ
ス
の
利
用
券
を
１
万
円
程
度

助
成
す
る
な
ど
自
主
返
納
の
促

進
を
図
っ
て
お
り
、
本
町
で
も

同
様
の
制
度
を
検
討
し
て
い
る
。

問
②
現
在
、
本
町
に
は
地
域
福

祉
基
金
２
億
５
５
０
０
万
円
、

長
寿
社
会
対
策
基
金
５
０
０
０

万
円
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
基

金
を
高
齢
者
の
新
し
い
施
策
に

活
用
す
る
事
を
提
案
す
る
。

　
新
し
い
施
策
は
あ
る
の
か
。

答
②
今
年
度
か
ら
70
歳
以
下
を

対
象
に
「
い
き
い
き
元
気
塾
」

を
開
催
し
、
元
気
な
う
ち
か
ら

運
動
や
食
事
な
ど
の
生
活
習
慣

病
予
防
や
介
護
予
防
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
高
齢
者
が
自
ら
の
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
む
と
共
に
、
地
域

の
支
え
手
と
し
て
活
動
で
き
る

仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
す
る
。

問
③
「
高
齢
者
に
優
し
い
町
」、

「
高
齢
者
が
住
み
た
い
町
、
日

本
一
」
を
宣
言
し
て
は
ど
う
か
。

答
③
高
齢
者
の
み
な
ら
ず
、
誰

も
が
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え

る
町
の
実
現
に
向
け
て
、
引
き

続
き
注
力
す
る
。

高齢者に優しい町づくりを
町長 引き続き力を注ぐ
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家庭との連携深める教育長

「夢と希望を」丸森中学校志教育事例発表会

　
児
童
生
徒
が
安
心
し
て
学
校

生
活
を
送
れ
る
環
境
づ
く
り
を
、

町
と
教
育
委
員
会
が
役
割
分
担

と
連
携
強
化
で
進
め
る
こ
と
が

必
要
だ
。
次
の
課
題
に
ど
う
対

応
す
る
考
え
か
問
う
。

問
①
国
は
、
児
童
生
徒
の
健
康

と
快
適
な
学
習
環
境
を
確
保
す

る
た
め
、
教
室
エ
ア
コ
ン
を
整

備
す
る
予
算
を
立
て
た
。

　
町
で
も
補
助
金
を
申
請
し
て

早
期
設
置
に
取
り
組
む
べ
き
と

思
う
が
、
ど
う
か
。

答
①
町
長
国
の
補
助
金
を
活
用

し
、
全
部
の
普
通
教
室
に
設
置

す
る
経
費
を
今
回
の
補
正
予
算

に
計
上
し
た
。
早
期
の
稼
働
を

目
指
し
、
整
備
に
取
り
組
む
。

問
②
野
菜
な
ど
の
値
上
が
り
で
、

学
校
給
食
の
栄
養
基
準
が
、
達

成
で
き
な
い
問
題
が
報
道
さ
れ

て
い
る
が
、
本
町
で
は
ど
う
か
。

　
基
準
達
成
の
た
め
の
運
用
を

ど
う
行
う
の
か
。

答
②
本
町
で
も
一
部
の
栄
養
項

目
に
未
達
成
が
あ
る
が
、
全

項
目
の
達
成
を
目
指
し
、
メ

ニ
ュ
ー
の
工
夫
を
し
な
が
ら
、

楽
し
く
完
食
で
き
る
給
食
提
供

に
努
め
た
い
。

　
ま
た
、
消
費
税
ア
ッ
プ
と
な

る
が
、
次
年
度
も
給
食
費
を
値

上
げ
し
な
い
で
運
営
し
た
い
。

問
③
宮
城
県
内
の
い
じ
め
や
不

登
校
が
、
全
国
で
も
高
い
水
準

に
あ
る
と
報
道
さ
れ
、
そ
の
現

状
を
心
配
し
て
い
る
。

　
町
の
実
態
は
ど
う
か
。
い
じ

め
や
不
登
校
は
、
学
校
だ
け
の

問
題
と
捉
え
ず
に
、
町
を
は
じ

め
関
係
機
関
が
一
丸
と
な
っ
て

対
応
し
、
解
決
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
必
要
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

答
③
町
内
で
の
不
登
校
児
童
生

徒
数
は
、
中
学
校
で
14
名
、
い

じ
め
は
小
学
校
で
７
件
、
中
学

校
で
３
件
確
認
し
て
い
る
。

　
学
校
で
の
き
め
細
や
か
な
対

応
や
、
保
護
者
と
の
十
分
な
話

し
合
い
で
解
消
に
努
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
教
育
相
談
員
の
活
動

や
各
機
関
で
構
成
す
る
連
絡
協

議
会
等
で
、
未
然
防
止
や
解
決

策
な
ど
を
探
り
対
応
し
て
い
る
。

　
更
に
県
の
ケ
ア
事
業
な
ど
も

活
用
す
る
な
ど
、
関
係
機
関
の

連
携
を
深
め
、
学
校
復
帰
を
目

指
し
て
い
く
。

学校安心安全の向上を

宮
み や

本
も と

　昭
し ょ う お

雄 議員

一
般
質
問 

■ 

宮
本　
昭
雄 

議
員
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協力隊員が勤めている移住定住サポートセンター（丸森駅構内）

一
い ち

條
じょう

　　己
おさむ

 議員

一
般
質
問 

■ 

一
條　
己 

議
員

　
11
月
８
日
に
、
常
任
委
員
会

で
新
潟
県
の
阿
賀
町
に
行
き
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
及

び
定
住
状
況
に
つ
い
て
研
修
を

し
て
き
た
。

　
阿
賀
町
で
は
、
丸
森
町
と
同

じ
課
題
が
あ
り
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
ふ
る
さ
と
納
税
を
活

用
し
て
い
た
。

問
①
協
力
隊
員
は
、
町
の
ど
ん

な
課
題
解
決
に
取
り
組
む
の
か
。

答
①
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少

に
加
え
て
、
産
業
の
担
い
手
不

足
対
策
に
課
題
が
あ
る
。

　
農
業
・
介
護
・
福
祉
分
野
で

の
人
材
確
保
も
検
討
し
た
い
。

問
②
隊
員
の
定
住
に
は
、
企
業

誘
致
も
必
要
で
あ
る
。

　
町
が
東
北
放
射
光
施
設
建
設

に
出
資
し
て
、
利
用
枠
を
確
保

し
て
は
ど
う
か
。

答
②
本
町
に
定
住
す
る
こ
と
が

大
き
な
目
的
で
あ
り
、
平
成
31

年
度
か
ら
は
、
隊
員
が
本
町
で

起
業
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費

を
支
援
す
る
な
ど
、
制
度
を
構

築
す
る
。

問
③
役
場
に
婚
姻
届
を
提
出
す

る
カ
ッ
プ
ル
に
、
記
念
品
を

贈
っ
て
は
ど
う
か
。

　
あ
ぶ
く
ま
荘
の
入
浴
券
や
起

業
し
た
隊
員
の
赤
パ
ン
ツ
、
民

宿
の
食
事
券
な
ど
、
ど
う
か
。

答
③
結
婚
後
の
生
活
自
体
に
支

援
す
る
こ
と
が
、
広
い
意
味
で

の
お
祝
い
に
な
る
と
考
え
る
。

問
④
通
学
や
買
い
物
な
ど
に
利

用
す
る
国
・
県
道
の
歩
道
だ
が
、

雑
草
や
支
障
木
で
危
険
な
と
こ

ろ
が
あ
る
。

　
住
民
が
危
険
個
所
を
連
絡
す

る
部
署
を
明
確
化
し
、
子
供
と

高
齢
者
の
交
通
安
全
の
管
理
を

徹
底
し
て
は
ど
う
か
。

答
④
国
は
「
子
供
と
高
齢
者
に

配
慮
し
た
交
通
環
境
の
整
備
促

進
」
を
進
め
て
い
る
。

　
道
路
の
障
害
や
危
険
個
所
を

発
見
し
た
場
合
に
は
、
建
設
課

へ
連
絡
す
る
よ
う
に
周
知
す
る
。

問
⑤
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
の

取
り
組
み
を
、
早
急
に
始
め
て

は
ど
う
か
。

答
⑤
国
の
交
付
金
を
活
用
し
、

早
期
稼
働
に
努
め
る
。

若者の定住対策は
町長 定住支援制度を構築
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鈴
す ず

木
き

美
み

智
ち

子
こ

 議員

忘れていませんか。あんしんカード

一
般
質
問 

■ 

鈴
木
美
智
子 

議
員

町長 必要な支援や対策を行う
　
大
規
模
災
害
の
対
応
に
つ
い

て
、
提
案
も
含
め
て
町
長
に
問

う
。

問
①
災
害
時
に
家
族
な
ど
の
支

援
が
困
難
で
、
何
ら
か
の
支
援

を
要
す
る
者
の
避
難
行
動
要
支

援
者
名
簿
と
、
避
難
方
法
な
ど

に
関
す
る
個
別
計
画
あ
ん
し
ん

カ
ー
ド
の
、
速
や
か
な
更
新
が

難
し
い
状
況
と
み
る
。
ど
う
更

新
す
る
の
か
。

　
あ
ん
し
ん
カ
ー
ド
の
認
識
が

要
支
援
者
自
身
と
支
援
す
る
側

で
薄
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
ど

う
認
識
さ
せ
る
の
か
。

答
①
毎
年
、
定
期
的
に
あ
ん
し

ん
カ
ー
ド
の
記
載
内
容
を
本
人

な
ど
に
確
認
し
て
も
ら
い
、
必

要
な
修
正
手
法
を
検
討
し
て
適

正
な
更
新
に
努
め
る
。

　
あ
ん
し
ん
カ
ー
ド
を
活
用
し

た
避
難
支
援
活
動
の
実
施
が
意

識
向
上
に
繫
が
る
と
考
え
て
お

り
、
関
係
者
と
協
議
を
進
め
る
。

問
②
外
国
人
労
働
者
と
就
労
先

企
業
や
自
主
防
災
組
織
な
ど
が

連
携
し
、
災
害
時
の
外
国
人
労

働
者
の
安
全
確
保
や
外
国
人
観

光
客
へ
の
避
難
情
報
の
提
供
に

ど
う
取
り
組
む
か
。

答
②
自
主
防
災
組
織
と
就
業
先

企
業
の
サ
ポ
ー
ト
で
安
全
確
保

で
き
る
と
考
え
て
い
る
が
、
今

後
と
も
状
況
を
み
な
が
ら
必
要

な
支
援
や
対
策
を
講
じ
る
。

　
町
所
有
の
各
観
光
施
設
は
避

難
経
路
図
等
を
多
言
語
化
表
示

に
順
次
実
施
す
る
な
ど
、
安
心

し
観
光
で
き
る
環
境
を
整
え
る
。

問
③
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
災
害
時
支
援
を
位
置

付
け
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
立
案
し

て
は
ど
う
か
。

答
③
必
要
性
や
実
用
性
に
つ
い

て
関
係
者
と
意
見
交
換
を
行
う
。

問
④
丸
森
病
院
が
中
心
と
な
り
、

町
内
外
の
病
院
な
ど
と
連
携
し
、

避
難
行
動
要
支
援
者
を
支
援
す

る
仕
組
み
を
ど
う
確
立
す
る
か
。

答
④
丸
森
病
院
が
医
療
救
護
の

拠
点
の
役
割
を
果
た
す
仕
組
み

を
目
指
し
、
町
が
中
心
と
な
り

関
係
者
と
意
見
交
換
を
行
う
。

問
⑤
緊
急
車
両
の
扱
い
を
定
め

る
な
ど
、
速
や
か
に
給
油
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

答
⑤
状
況
に
応
じ
て
、
福
祉
担

当
部
署
及
び
災
害
担
当
部
署
が

連
携
し
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

災害の備えは
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不動尊公園キャンプ場内にオープンしたMARUMORI-SAUNA

船
ふ な

山
や ま

　俊
しゅんいち

一 議員

一
般
質
問 

■ 

船
山　
俊
一 

議
員

　
齋
理
屋
敷
や
町
内
直
売
所
を

観
光
の
柱
と
し
た
う
え
で
、
今

後
、
あ
ぶ
く
ま
荘
と
不
動
尊
公

園
キ
ャ
ン
プ
場
、
そ
の
周
辺
整

備
を
積
極
的
に
進
め
、
滞
在
型

観
光
を
推
進
し
、
か
つ
交
流
人

口
を
増
加
さ
せ
、
ひ
い
て
は
地

域
活
性
化
を
実
現
す
る
取
り
組

み
は
、
重
要
で
あ
る
。

　
こ
の
観
点
に
立
ち
、
観
光
振

興
の
方
向
性
を
町
長
に
問
う
。

問
①
あ
ぶ
く
ま
荘
の
建
て
替
え

は
、
第
五
次
丸
森
町
総
合
計
画

の
中
で
、
主
要
な
事
業
と
位
置

づ
け
ら
れ
、
か
つ
町
民
の
健
康

保
養
施
設
で
も
あ
る
。

　
今
後
、
前
向
き
に
進
め
て
い

く
の
か
。

答
①
建
て
替
え
は
、
早
急
な
課

題
で
あ
り
、
直
ち
に
着
手
し
た

い
が
、
現
在
実
施
中
の
「
丸
森

町
観
光
施
設
管
理
運
営
方
法
等

調
査
」
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、

方
針
を
示
し
た
い
。

問
②
あ
ぶ
く
ま
荘
の
民
間
譲
渡

や
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
導
入
、
ま
た
は
、

こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
指
定
管
理

者
制
度
に
よ
る
民
間
活
用
な
ど

あ
る
が
、
あ
ぶ
く
ま
荘
の
経
営

改
革
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

答
②
観
光
施
設
管
理
運
営
方
法

等
調
査
は
、
現
在
経
営
分
析
が

終
わ
り
、
今
後
、
町
内
の
企
業

や
県
内
の
実
績
を
有
す
る
企
業

か
ら
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
形
式
で
意

見
を
聞
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、

慎
重
に
判
断
す
る
。

問
③
不
動
尊
公
園
キ
ャ
ン
プ
場

は
、
外
国
人
観
光
客
の
誘
致
を

含
め
、
こ
れ
か
ら
の
観
光
客
の

誘
客
促
進
に
向
け
て
、
ど
う
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答
③
豊
か
な
自
然
に
、
利
便
性

の
高
い
立
地
、
民
力
で
あ
る
丸

森
サ
ウ
ナ
㈱
の
参
入
や
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
来
訪
等
、
キ
ャ
ン

プ
場
は
新
た
な
段
階
に
入
っ
た
。

　
関
係
各
位
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
誘
客
に
努
め
て
い
く
。

問
④
あ
ぶ
く
ま
荘
と
不
動
尊
公

園
キ
ャ
ン
プ
場
、
及
び
そ
の
周

辺
整
備
を
行
う
観
光
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
、
町
は
進
め
る
考
え
は

あ
る
の
か
。

答
④
現
状
維
持
は
後
退
と
い
う

考
え
の
下
、
常
に
改
善
を
加
え

な
が
ら
、
最
大
の
効
果
を
目
指

す
の
が
、
私
の
務
め
で
あ
る
。

あぶくま荘と周辺整備は
町長 調査に基づき方針を示す
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大
お お

槻
つ き

　正
ま さ

儀
よ し

 議員

一
般
質
問 

■ 

大
槻　
正
儀 

議
員

町からの資材供給と住民の協力で行った道路整備（大内佐野地区）

町長 住民が補いあう町に
　
町
と
、
地
区
住
民
や
自
治
組

織
が
求
め
る
、
ま
ち
づ
く
り
の

手
段
や
将
来
像
に
は
、
か
い
離

や
目
標
の
不
一
致
が
あ
る
。

　
こ
の
度
、
町
が
策
定
し
た
丸

森
町
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

基
本
方
針
の
、
具
体
的
な
展
開

方
法
に
つ
い
て
問
う
。

問
①
方
針
は
、
課
題
解
決
型
で
、

創
造
型
と
比
べ
て
、
行
政
側
も

住
民
側
も
負
担
が
大
き
い
。

　
職
員
や
住
民
の
コ
ン
セ
ン
サ

ス
は
ど
の
様
に
し
て
得
る
の
か
。

答
①
方
針
は
住
民
、
自
治
組
織
、

町
が
お
互
い
を
尊
重
し
、
補
い

合
う
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
も

の
で
あ
り
、
実
践
を
と
お
し
て

住
民
、
自
治
組
織
、
町
職
員
に

意
識
を
広
め
た
い
。

問
②
国
の
創
生
総
合
戦
略
で
は
、

集
落
生
活
圏
の
将
来
像
の
合
意

形
成
を
、
地
域
の
住
民
で
行
う

と
し
て
い
る
が
、
町
が
想
定
す

る
集
落
生
活
圏
は
ど
の
範
囲
か
。

　
ま
た
、
町
で
は
集
落
生
活
圏

の
将
来
像
に
、
ど
の
よ
う
な
対

応
を
行
う
の
か
。

答
②
自
治
組
織
ご
と
の
８
地
区

と
捉
え
て
お
り
、
今
後
も
各
地

区
の
集
落
機
能
の
維
持
・
継
続

を
目
指
す
。

問
③
「
今
後
の
町
の
考
え
」
と

し
て
、
町
の
責
任
と
決
意
を
明

確
に
し
た
こ
と
は
素
晴
ら
し
い

が
、
庁
内
体
制
の
強
化
は
、
ど

の
様
に
し
て
行
う
の
か
。

答
③
職
員
の
意
識
改
革
に
よ
る

庁
内
体
制
の
強
化
を
図
る
ほ
か
、

国
・
県
の
協
力
や
、
専
門
家
の

派
遣
な
ど
効
果
的
対
応
を
行
う
。

問
④
自
治
組
織
を
「
支
援
を
強

化
す
る
」
と
し
て
い
る
が
、
町

は
住
民
と
一
緒
に
策
を
練
り
、

共
に
実
践
す
る
姿
に
、
住
民
は

信
頼
を
寄
せ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
④
自
治
組
織
が
対
外
的
な
事

業
を
行
う
際
に
宣
伝
・
Ｐ
Ｒ
を

支
援
す
る
ほ
か
、
課
題
を
共
有

し
、
話
合
い
を
重
ね
て
解
決
に

取
り
組
む
。

問
⑤
「
自
治
組
織
が
持
続
さ
れ

る
た
め
の
財
源
確
保
」
と
は
具

体
的
事
例
と
し
て
は
何
か
。

答
⑤
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

い
交
付
金
事
業
な
ど
の
事
務
や

直
売
所
の
経
営
の
例
が
あ
る
他
、

高
齢
者
支
援
な
ど
の
、
あ
ら
た

な
事
業
を
共
に
探
る
。

協働の町づくりの方針は
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宮
城
県
で
は
、
文
化
の
日
を

記
念
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
県

勢
の
発
展
・
県
民
の
福
祉
の
増

進
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
の
表
彰

が
あ
り
、
板
橋
勇
議
員
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

地
方
自
治
功
労
者
表
彰
受
賞

発
行

・
編

集
責

任
者

／
議

長
 菊

池
修

一
印

刷
／

佐
藤

印
刷

株
式

会
社

丸
森

町
議

会
だ

よ
り

2019年
１

月
21日

発
行

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを
採用しています。

環境に優しい植物油インキを
使用しております。

〒
981-2192　

宮
城

県
伊

具
郡

丸
森

町
字

鳥
屋

120
TEL 0224（72）3038　

 FAX 0224（72）3044
E-m

ail：
gikai@

tow
n.m

arum
ori.m

iyagi.jp

委
員
長
　
板
橋
　
　
勇

副
委
員
長
　
船
山
　
俊
一

委
　
員
　
鈴
木
美
智
子

大
槻
　
正
儀

小
野
　
勝
朗

一
條
　
　
功

議会広報常任委員会 表 

紙 

の 

こ 

と 

ば

　

平
成
31
年
の
「
初
日
の
出
」

を
写
真
に
撮
ろ
う
と
百
々
石
公

園
に
行
く
と
、
展
望
台
で
５
人

の
若
者
た
ち
と
出
会
っ
た
。

　
彼
ら
は
、
舘
矢
間
か
ら
来
た

高
校
３
年
生
で
、
写
真
に
写
る

の
を
快
く
承
諾
し
て
く
れ
た
。

　
寒
風
に
耐
え
な
が
ら
待
つ
こ

と
数
十
分
、
空
を
赤
く
染
め
、

山
頂
か
ら
眩
い
光
が
現
れ
た
。

　
平
成
か
ら
新
元
号
に
な
る
年

に
初
日
の
出
の
瞬
間
を
、
未
来

を
担
う
若
者
た
ち
と
同
じ
場
所

で
過
ご
し
、
私
に
と
っ
て
忘
れ

ら
れ
な
い
出
来
事
と
な
っ
た
。

　
高
校
を
卒
業
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
道
を
進
む
彼
ら
に
幸
多
い

こ
と
を
願
う
。

　
（
鈴
木
美
智
子　
委
員
）

大お
お  

内う
ち  

喜よ
し  

博ひ
ろ 

さ
ん

小
斎
地
区

議会を傍聴してみませんか

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
議
員
が
住
民
宅
を
訪

問
し
て
直
接
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
ご
意

見
を
伺
う
企
画
シ
リ
ー
ズ
で
す
。

Ｑ　
専
業
農
家
と
し
て
、
丸
森
に
生
き
る
事

を
決
め
た
最
大
の
理
由
は
何
で
す
か
。

Ａ　
農
業
に
従
事
し
て
12
年
に
な
り
ま
す
が
、

農
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
高
校
生
の

頃
か
ら
、
親
の
後
を
継
ご
う
と
思
っ
て
い

ま
し
た
の
で
、
県
農
業
実
践
大
学
校
卒
業

後
、
就
農
し
ま
し
た
。

Ｑ　
経
営
形
態
や
規
模
を
お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ　
稲
作
は
35 

ha
、
飼
料
米
12 

ha
、
作
業
受

託
は
10 

ha
で
す
。

　
　
他
に
、
大
豆
２
ha
と
小
菊
栽
培
を
し
て

い
ま
す
。

Ｑ　
稲
作
農
家
と
し
て
の
課
題
は
、
あ
り
ま

す
か
。

Ａ　

近
年
、
委
託
さ
れ
る
水
田
が
急
増
し
、

管
理
が
追
い
付
か
な
い
状
況
で
、
い
か
に

し
て
労
働
力
を
確
保
す
る
か
で
す
。

Ｑ　
長
年
、
子
ど
も
達
に
食
育
活
動
を
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
が
。

Ａ　

小
斎
小
学
校
の
学
習
田
で
の
田
植
え
、

稲
刈
り
、
管
理
を
手
伝
い
、
小
斎
の
子
ど

も
達
に
食
育
と
「
日
本
一
お
い
し
い
米
づ

く
り
の
里　
小
斎
」
を
伝
え
て
い
き
た
い

で
す
。

Ｑ　
今
後
の
抱
負
や
夢
を
、
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

Ａ　
効
率
的
な
管
理
体
制
を
確
立
し
、
丸
森

町
の
農
産
物
や
農
地
全
体
が
、
誰
が
見
て

も
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
る
農
業
や
水
田
に

し
た
い
で
す
。

　
　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
板
橋　
勇
委
員
）

日
本
一
お
い
し
い
米
づ
く
り
の

里
を
目
指
し
た
い

丸 森 に 生 き る

お
詫
び
と
訂
正

　
丸
森
町
議
会
だ
よ
り
第
２
４
５
号

（
９
頁
）
に
お
い
て
、
写
真
説
明
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
謹
ん
で
お
詫

び
申
し
上
げ
、
訂
正
致
し
ま
す
。

【
誤
】「
民
泊
」
→
【
正
】「
民
宿
」お問い合わせ先 議会事務局まで ☎72–3038【直通】

※日程は変更になる場合があります。
※本会議の日程は、後日、町ホームページで
お知らせいたします。

次の議会は、

3月5日㈫より開会予定です
午前10:00〜
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